
 



 

 

 

 

1. 
2. 
3. 
4. 
5. 
6. 
7. 
8. 
9. 
10. 
11. 
12. 
13. 
14. 
15. 



 

 

 

 

1. 

1.1. 

1.2. 

1.3. 

1.4. 

1.5. 



 

 

 

 

2. 



 

 

 

 

3. 

・ 
・ 



 

 

 

 

4. 

4.1. 

4.2. 

4.3. 



 

 

 

 

4.4. 

4.5. 

4.6. 

4.7. 

4.8. 



 

 

 

 

4.9. 

4.10. 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

5. 



 

 

 

 

5.1. 

5.2. 



 

 

 

 

6. 



 

 

 

 



 

 

 

 

7. 

 

 

 

 



 

 

 

 

7.1. 

 

 

アステラスの環境行動計画（気候変動対策）

■ 温室効果ガスの排出量を 年度末までに、 年度比で 以上削減する。（グローバル）
● 日本の温室効果ガス排出量を 年度末までに、 年度比で 以上削減する。
● 海外の生産拠点における温室効果ガス排出量を 年度末までに、 年度比で 以上削

減する。
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8.2. 

アステラスの環境行動計画（生物多様性）

生物多様性指数を 2020 年度までに、2005 年度の 3 倍に向上させる （グローバル）
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9. 

9.1. 

アステラスの環境行動計画（省資源対策）

■水資源生産性を 2020 年度末までに、2005 年度実績の 2.5 倍程度に向上する 

対象：国内外の研究、生産サイト 

指標：売上高（十億円）／水資源投入量（千 m3）



 

 

 

 

9.2. 

アステラスの環境行動計画（廃棄物管理）

廃棄物発生量原単位を 年度末までに、 年度実績の 程度に改善する

対象：国内外の研究、生産サイト

指標：廃棄物発生量（トン）／売上高（十億円）

備考：2014 年度の発生量と排出量のデータを見直しています。 
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11. 

11.1. 

11.2. 

（材質）

古紙を使用した板紙を使用

（材質）

できるだけ薄い
プラスチックシートを使用

（表示）

廃棄の際の情報として
材質を表示



 

 

 

 

12. 

環境関連投資および費用 （単位：百万円） 

分類 

環境保全コスト 

投資額 
費用額 

費用額合計 費用額 減価償却費 

事業エリア内コスト 1,078 1,133 770 363 

内
訳 

公害防止 

大気汚染防止 23 209 195 14 

水質汚濁防止 557 231 152 79 

土壌汚染防止 8 8 3 5 

騒音・悪臭・振動防止 0 3 3 1 

その他 0 6 3 3 

小計 588 457 355 102 

地球環境保全 

地球温暖化防止 170 241 44 197 

オゾン層破壊防止 161 7 7 0 

化学物質管理 0 70 67 3 

その他 0 36 0 36 

小計 330 354 118 236 

資源循環 

廃棄物有効利用 0 146 146 0 

節水 0 0 0 0 

廃棄物処理 159 150 126 23 

その他 0 26 24 1 

小計 159 322 297 25 

上・下流コスト 0 53 53 0 

管理活動コスト 1 246 246 0 

研究開発コスト 55 83 71 12 

社会活動コスト 0 3 3 0 

環境損傷コスト 0 293 293 0 

合計 1,134 1,812 1,437 375 

環境損傷コストを除く環境保全コストの合計 1,134 1,519 1,144 375 

 

環境保全に伴う経済効果 
取り組み 環境保全に伴う経済効果 * 

省エネルギーによる費用削減など 25 百万円 

汚泥の乾燥、廃液の自社焼却による外部委託量の削減など 0 百万円 

溶媒の再利用による資源節約、燃料化による燃料削減など 37 百万円 

廃溶媒などの売却 5 百万円 

合計 67 百万円 

* 定量的に把握できたもののみ、算出しました。 



 

 

 

 

13. 

13.1. 

種別
換算係数

単位発熱量 排出量

電気   トン

重油  トン

灯油   トン

 トン  トン トン

 トン トン トン

都市ガス  千 トン 千

軽油  トン

ガソリン  トン

熱  トン  トン

電気 蒸気

ノーマン工場  トン

ダブリン工場
ケリー工場

 トン

メッペル工場  トン

瀋陽工場  トン トン

 
環境報告書の発行（6 月）までに、電気事業低炭素社会
協議会の最新の CO2 排出原単位が把握できないため、

2016 年度の CO2 排出量の算定には、2015 年度のもの
を使用しています。

国際エネルギー機関（ ）が公表する国別係数。行動計
画の評価に用いています。 排出量算定に用いる係
数の詳細は、「 気候変動対策」の「電気の使用に伴う

CO2 排出係数について」を参照ください。

再生可能エネルギー（太陽光、風力発電など）を用いて

自ら発電した電力の使用に伴うエネルギー量は、
あたり で換算をしています。

環境関連投資および費用 （単位：百万円） 

分類 
2012 年度 2013 年度 2014 年度 2015 年度 2016 年度 

投資額 費用額 投資額 費用額 投資額 費用額 投資額 費用額 投資額 費用額 

公害防止 177 687 225 489 146 303 313 324 588 457 

地球環境保全 403 287 730 413 206 113 256 84 330 354 

資源循環 6 344 0 432 8 462 64 431 159 322 

上・下流コスト 0 67 0 65 0 53 0 53 0 53 

管理活動コスト 18 364 0 331 28 295 0 283 1 246 

研究開発コスト 13 37 7 36 0 63 24 22 55 83 

社会活動コスト 0 3 0 2 0 6 0 5 0 3 

環境損傷コスト 0 76 0 255 0 363 0 362 0 293 

合計 616 1,865 963 2,023 387 1,657 657 1,565 1,134 1,812 
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14. 

名称 アステラス製薬株式会社

本社 東京都中央区日本橋本町

資本金 百万円（ 年 月 日現在）

代表者 畑中 好彦（代表取締役社長）

設立 年

 

売上高 百万円（連結、 年 月期）

社員数
人

（ 年 月 日現在、連結ベース）

所属団体等

日本経済団体連合会

日本製薬団体連合会

日本製薬工業協会 など

 



 

 

 

 

15. 

 

西根工場  高萩事業所 

 項 目 単位 2016 年度   項 目 単位 2016 年度 

エ ネ ル ギ ー
利用 

電気 MWh 10,155  

エネルギー
利用 

電気 MWh 21,846 

重油 kL -  重油 kL - 

灯油 kL 0  灯油 kL - 

LPG トン 2  LPG トン - 

LNG トン 1,234  LNG トン 1,225 

都市ガス 千 m3 -  都市ガス 千 m3 - 

軽油 kL 1  軽油 kL 0 

ガソリン kL 1  ガソリン kL - 

合 計 TJ 169  合 計 TJ 285 

エネルギー由来 CO2 排出量 千トン 9  エネルギー由来 CO2 排出量 千トン 15 

大気 

汚染物質 

NOx トン 1  大気 

汚染物質 

NOx トン 7 

SOx トン -  SOx トン - 

化学物質 VOC トン 21  化学物質 VOC トン 0 

水使用量 

水道水 千 m3 -  

水使用量 

水道水 千 m3 43 

工業用水 千 m3 -  工業用水 千 m3 2,390 

地下水 千 m3 396  地下水 千 m3 - 

合 計 千 m3 396  合 計 千 m3 2,433 

排水量 
公共河川 千 m3 396  

排水量 
公共河川 千 m3 2,433 

下水道 千 m3 -  下水道 千 m3 - 

水質 

汚濁物質 

BOD 負荷量 トン 0  水質 

汚濁物質 

BOD 負荷量 トン 3 

COD 負荷量 トン 0  COD 負荷量 トン 7 

廃棄物 
発生量 トン 274  

廃棄物 
発生量 トン 1,334 

最終処分量 トン 7  最終処分量 トン 54 

  

焼津事業所  富山技術センター 

 項 目 単位 2016 年度   項 目 単位 2016 年度 

エ ネ ル ギ ー
利用 

電気 MWh 55,549  

エネルギー
利用 

電気 MWh 35,575 

重油 kL -  重油 kL - 

灯油 kL -  灯油 kL - 

LPG トン 0  LPG トン 0 

LNG トン -  LNG トン - 

都市ガス 千 m3 6,908  都市ガス 千 m3 4,470 

軽油 kL 0  軽油 kL 4 

ガソリン kL 2  ガソリン kL 2 

合 計 TJ 865  合 計 TJ 556 

エネルギー由来 CO2 排出量 千トン 45  エネルギー由来 CO2 排出量 千トン 29 

大気 

汚染物質 

NOx トン 8  大気 

汚染物質 

NOx トン 2 

SOx トン -  SOx トン - 

化学物質 VOC トン 0  化学物質 VOC トン 13 

水使用量 

水道水 千 m3 377  

水使用量 

水道水 千 m3 213 

工業用水 千 m3 -  工業用水 千 m3 2,275 

地下水 千 m3 319  地下水 千 m3 13 

合 計 千 m3 696  合 計 千 m3 2,500 

排水量 
公共河川 千 m3 696  

排水量 
公共河川 千 m3 2,500 

下水道 千 m3 -  下水道 千 m3 - 

水質 

汚濁物質 

BOD 負荷量 トン 1  水質 

汚濁物質 

BOD 負荷量 トン 3 

COD 負荷量 トン 2  COD 負荷量 トン 5 

廃棄物 
発生量 トン 1,025  

廃棄物 
発生量 トン 6,981 

最終処分量 トン 2  最終処分量 トン 41 
 



 

 

 

 


